
 

 

１１月１０日（金）午後、本校３年２・３組の生徒を対象とした『市民と議会のつど

い』が実施されました。まず、生徒達から、西海市の行政に対する提言（要望）がなさ

れました。多くの生徒から、バスの本数や時間帯をもう少し行政から考えてもらえない

かとの要望がありました。またショッピングモールの建設を行政サイドから援助できな

いものかとの要望もありました。その他にもユニークな提言としては、野川翔真君から、

「西海市は海という資源に恵まれており、その海を活かしたテーマパークの設立はでき

ないものだろうか？」という提言がなされました。一方議員の方々からは、要望するだ

けでなく、若者に地域活性化のために自ら起業していくエネルギーを求める趣旨の話が

ありました。 

  さらに担当の議員からは、公務員と民間との給与格差是正について話がありました。

その熱い弁舌に、生徒達も聞き入っておりました。 

 １８歳になり、選挙権を取得した生徒達ですが、直接、議員の方々に要望をする機会

を設けていただき、生徒達も、地方自治を身近な問題としてとらえることができたよう

です。 
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長崎新聞 平成 29 年 11 月 11 日（土） 
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